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第１１１７回審査会合 今回

選定方法

【断層モデルを用いた手法による基準地震動】
基準地震動Ｓｓ１を上回るケースから，検討用地震の地震動の
諸特性を踏まえたうえで，検討用地震ごとに地震動レベルが大
きいケースを代表ケースに選定し，基準地震動として設定

①着目する周期帯（基準地震動Ｓｓ１に対して地震動レベルが大
きい方向および周期帯）の地震動レベルが大きいケースを代表
ケースとして選定
→基準地震動Ｓｓ１を上回る一部の周期で最大の応答スペクトルとなるケース
であっても，ほかのケースで代表できると判断したものについては選定しない

②着目する周期帯の地震動レベルが大きくなく，着目する周期帯
以外の地震動レベルが大きいケースについて代表ケースとして
選定
③－
→検討用地震ごとの代表ケース同士を比較しない

【断層モデルを用いた手法による基準地震動】
基準地震動Ｓｓ１を上回るケースから，検討用地震の地震動の
諸特性を踏まえたうえで，検討用地震ごとに地震動レベルが大
きいケースを代表ケースに選定し，基準地震動として設定

①着目する周期帯の地震動レベルが大きいケースに加え,基
準地震動Ｓｓ１を上回る周期で最大の応答スペクトルとなる
ケースについては全て代表ケースとして選定

②着目する周期帯の地震動レベルが大きくなく，着目する周期
帯以外の地震動レベルが大きいケースについて，施設に与え
る影響が小さいと判断し，代表ケースとして選定しない
③検討用地震ごとの代表ケース同士を比較し，代表ケースが
適切に選定されていることを確認

基準地震動
の策定結果

断層モデルを用いた手法による基準地震動
Ｓｓ２－１～Ｓｓ２－１４

断層モデルを用いた手法による基準地震動
Ｓｓ２－１～Ｓｓ２－１７

・前回選定していなかったもののうち，検討用地震ごとの最大の
ケースを基準地震動として設定する。（５ケース増加） …選定
方法①
・ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震

（不確かさ考慮モデル（破壊伝播速度），破壊開始点６）
・積丹半島北西沖の断層による地震走向０°ケース

（不確かさ考慮モデル （断層の傾斜角），破壊開始点１）
・積丹半島北西沖の断層による地震走向０°ケース

（不確かさ考慮モデル （断層の傾斜角），破壊開始点４）
・積丹半島北西沖の断層による地震走向４０°ケース

（不確かさ考慮モデル （断層の傾斜角），破壊開始点１）
・積丹半島北西沖の断層による地震走向４０°ケース

（不確かさ考慮モデル （応力降下量），破壊開始点２）

・着目する周期帯の３方向の地震動レベルを確認した結果，施
設に与える影響が小さいと判断し，基準地震動として設定しな
い。（２ケース減少） …選定方法②，③
・尻別川断層による地震（不確かさ考慮モデル（応力降下量），破壊開始点４）
・ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震

（不確かさ考慮モデル（応力降下量），破壊開始点１）

令和５年３月２９日
北海道電力株式会社



22
第１１１７回審査会合からの変更概要

■断層モデルを用いた手法による基準地震動の設定結果

【尻別川断層による地震】
（２ケース⇒１ケース）

【ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震】
（５ケース⇒５ケース）

【積丹半島北西沖の断層による地震】
（７ケース⇒１１ケース）

◎：基準地震動Ss1を上回る周期で最大の応答スペクトルとなるケース
○：基準地震動Ss1を上回る周期で最大の応答スペクトルとなるケース（走向40°ケースの最大）

破壊開始点２

破壊開始点４

破壊開始点１

破壊開始点２

破壊開始点３

破壊開始点４ 基準地震動 基準地震動 ◎

破壊開始点２

破壊開始点３

破壊開始点４ 基準地震動

分類したケースの中で基準地震動Ｓｓ１を上回る周期で最大の応答

スペクトルとなり，代表ケースに選定

ただし，異なる分類との着目する周期帯の３方向の確認により基準

地震動として設定しない　…選定方法③

基本震源モデル

断層の傾斜角

基準地震動Ss1を

超過するケース

第1117回

審査会合
今回 備考

最大

ケース

応力降下量

基本震源モデル 破壊開始点１

破壊開始点１ 基準地震動 基準地震動 ◎

破壊開始点２

破壊開始点３

破壊開始点４ 基準地震動 基準地震動 ◎

破壊開始点５

破壊開始点６

破壊開始点１ 基準地震動

基準地震動Ｓｓ１を上回る周期で最大の応答スペクトルとならず，

また，着目する周期帯の３方向の確認により施設に与える影響が小

さいと判断し代表ケースに選定しない　…選定方法②

破壊開始点３

破壊開始点５

破壊開始点１ 基準地震動 基準地震動 ◎

破壊開始点３

破壊開始点４

破壊開始点５ 基準地震動 基準地震動 ◎

破壊開始点６ 基準地震動
【追加】基準地震動Ｓｓ１を上回る周期で最大の応答スペクトルと

なり，代表ケースに選定　…選定方法①
◎

基準地震動Ss1を

超過するケース

第1117回

審査会合
今回

最大

ケース

断層の傾斜角

応力降下量

破壊伝播速度

備考

破壊開始点１ 基準地震動
【追加】基準地震動Ｓｓ１を上回る周期で最大の応答スペクトルと

なり，代表ケースに選定　…選定方法①
◎

破壊開始点２ 基準地震動 基準地震動 ◎

破壊開始点３ 基準地震動 基準地震動 ◎

破壊開始点４ 基準地震動
【追加】基準地震動Ｓｓ１を上回る周期で最大の応答スペクトルと

なり，代表ケースに選定　…選定方法①
◎

破壊開始点１

破壊開始点３

破壊開始点２

破壊開始点４ 基準地震動 基準地震動 ◎

破壊開始点１

破壊開始点２ 基準地震動 基準地震動 ◎

破壊開始点１ 基準地震動
【追加】分類したケースの中で基準地震動Ｓｓ１を上回る周期で最

大の応答スペクトルとなり，代表ケースに選定　…選定方法①
○

破壊開始点２ 基準地震動 基準地震動

基準地震動Ｓｓ１を上回る周期で最大の応答スペクトルとならない

ものの，施設に影響を与える可能性が否定できないことから，代表

ケースに選定

破壊開始点３ 基準地震動 基準地震動
分類したケースの中で基準地震動Ｓｓ１を上回る周期で最大の応答

スペクトルとなり，代表ケースに選定
○

破壊開始点４ 基準地震動 基準地震動

基準地震動Ｓｓ１を上回る周期で最大の応答スペクトルとならない

ものの，施設に影響を与える可能性が否定できないことから，代表

ケースに選定

応力降下量 破壊開始点2 基準地震動
【追加】基準地震動Ｓｓ１を上回る周期で最大の応答スペクトルと

なり，代表ケースに選定　…選定方法①
◎

基準地震動Ss1を

超過するケース

第1117回

審査会合
今回 備考

最大

ケース

走向40°ケース

断層の傾斜角

走向0°ケース

断層の傾斜角

応力降下量

走向20°ケース

断層の傾斜角

応力降下量


